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総務常任委員会 記録 

１ 開会日時  平成30年12月13日（木）午前10時00分開会 

２ 開会場所  三次市役所本館６階602会議室 

３ 事  件   

 議案第121号 三次市犯罪被害者等支援条例（案） 

 議案第123号 三次市行政組織条例等の一部を改正する条例（案） 

 議案第124号 三次市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例（案） 

 議案第125号 三次市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の

一部を改正する条例（案） 

 議案第126号 三次市個人情報保護条例の一部を改正する条例（案） 

 議案第127号 三次市営住宅設置及び管理条例及び三次市定住促進住宅管理条例の一部

を改正する条例（案） 

 議案第128号 三次市体育施設設置及び管理条例の一部を改正する条例（案） 

 議案第129号 三次市多目的広場及び農村公園設置及び管理条例の一部を改正する条例

（案） 

 議案第132号 三次市総合計画の見直しについて 

 議案第133号 備北地区消防組合規約の変更について 

 陳情第１号 みよし運動公園 運動広場を整備する件 

４ 出席委員  杉原利明，鈴木深由希，岡田美津子，澤井信秀，山村惠美子，藤井憲一

郎 

５ 欠席委員  大森俊和 

６ 説明のため出席した職員 

【政策部】中村政策部長，宮脇企画調整担当課長，桑田企画調整担当係長 

【地域振興部】瀧奥地域振興部長，秋山地域振興課長，菅原観光スポーツ交流課長， 

牧浦スポーツ交流係長 

【総務部】落田総務部長兼選挙管理委員会事務局長，矢野総務課長，甲斐危機管理課長， 

河野総務課付係長，瀧熊行政係長、加藤職員係長，佐藤危機管理課付係長 

【財務部】部谷財務部長，杉原財産管理課長，渡部財産管理係長，柳住宅管財係長 

【建設部】坂井都市建築課長 

７ 説明のため出席した陳情提出者 

【三次市体育協会】伊達会長，瀧口事務局長 

８ 議  事 

              午前10時00分 開会 

○杉原委員長 それでは、定刻より少し早いですけれども、総務常任委員会を開会いたし

ます。 

 ただいまの出席委員は６名となっております。定足数に達しておりますので、委員会は
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成立しております。 

 この際、御報告いたします。本日の委員会に、大森委員から一身上の都合により欠席し

たい旨、届け出がありましたので御報告いたします。 

 ここで、初めに連合審査会の開催について、協議をお願いいたします。 

 議案第１３２号、三次市総合計画の見直しについては総務常任委員会に付託されており

ますが、教育民生常任委員会並びに産業建設常任委員会の所管事項に関連するものであ

り、本日、この後、午前１０時１０分から連合審査会を開催することとしたいというふう

に思います。１２月７日の議会運営委員会でも、その旨、上程させていただいて、確認は

いただいております。 

 それでは、お諮りをさせていただきます。議案第132号につきましては、関連がありま

すので、教育民生常任委員会、産業建設常任委員会との連合審査会を開催して審査したい

と思いますが、これに御異議ありませんか。 

              （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○杉原委員長 御異議なしと認め、そのように決定し、教育民生常任委員会と産業建設常

任委員会に申し入れさせていただきますので、直ちに議場へ移動をお願いいたします。 

 なお、連合審査終了後は続いて総務常任委員会を再開いたしますので、またここの会議

室へ戻ってきてください。よろしくお願いいたします。 

              午前10時02分 休憩 

              午前11時30分 再開 

○杉原委員長 それでは、総務常任委員会を再開したいというふうに思います。 

 続いて、出席委員数は６名ということで、定足数に達しておりますので、委員会の成立

を宣言いたします。 

 では、議案の審査を行っていきたいと思います。 

 議案第１２３号、三次市行政組織条例等の一部を改正する条例（案）について、執行部

の説明を求めます。 

 中村政策部長。 

○中村政策部長 では、議案第１２３号、三次市行政組織条例等の一部を改正する条例

（案）でございます。 

 本案は、第２次三次市総合計画の見直し手続に沿って、その推進を受けました体制整備

等を行うため、関係条例である三次市行政組織条例ほか３条例の一部を改正するものでご

ざいます。 

 その主な内容でございますが、総合計画の見直しに当たり、重点項目の１つに位置づけ

ました災害に強いまちづくりを担当する危機管理監を新たに設置することとしてございま

す。また、事務事業の執行体制を見直し、総務部と政策部を統合し、総務企画部としよう

とするものでございます。 

 以上で議案第123号に係る議案説明とさせていただきます。よろしく御審議いただきま
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すようお願いをいたします。 

○杉原委員長 これより議案に対する質疑を行います。質疑のある方の発言を願います。 

 藤井委員。 

○藤井委員 前回もうちの会派の中の新家委員もなぜ監する必要があるのかというのを質

問されたと思うんですけど、やっぱりいまいちぴんと来なくて、端的にメリットというの

が，何があるのかというのを聞かせていただきたいんです。人数が少ないから部にするに

は人数が少ないというのと、あと僕が認識しとるのは、受け答えをちゃんと聞いていない

かもしれんですけど、人数が少ないのと、いざ実際に災害が発生したときに、位置的に上

に上がったり下がったりというのがあるから、監というふうにしたという受けとめ方をし

とるんですけど、もうちょっと何かわかりやすいメリットというのを、もう一回説明いた

だければなと思います。 

○杉原委員長 中村政策部長。 

○中村政策部長 繰り返しになる部分はあろうかと思いますけども、先ほど委員からも御

指摘いただいたとおり、危機事案が発生した場合に迅速に対応するために、市長、副市長

と即時に調整を図って、各部局に指示を行うように考えてございます。災害等が起きた場

合に、各部局に対して指示命令をすることがありますので、部局と同列の線で、市長の下

が組織で線を出したような形で整備をさせていただいたところでございます。 

○杉原委員長 澤井委員。 

○澤井委員 人材については、外部登用するのか内部登用するのか。そこらは、もし答え

られれば答えてもらえれば。 

○杉原委員長 中村政策部長。 

○中村政策部長 こちらにつきましては、さきの全員協議会で副市長のほうが答弁させて

いただいたところでございますけども、あくまでも人事に係ることでございますので、外

部登用、内部登用を含めて、そこについて今お答えができないところは御承知いただきた

いと思います。 

○杉原委員長 ほかに質問ございませんか。 

              （「なし」と呼ぶ者あり） 

○杉原委員長 ないようでございますので、最後じゃないんですけど、外部か内部か意見

がありましたけど、今の答弁でいくと、迅速な対応ができて、各部局等も統括してやって

いくということは、やっぱり専門的な知見が圧倒的に求められると思いますんで、そうい

った人事の配慮をようよう検討していただきたいと思います。 

 続いて、議案第１３３号、備北地区消防組合規約の変更についてを議題といたします。 

 執行部の説明を求めます。 

 中村政策部長。 

○中村政策部長 では、続きまして議案第１３３号、備北地区消防組合規約の変更につい

てでございます。 
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 本案でございますが、先ほど御説明した三次市行政組織条例の一部改正に伴いまして、

備北地区消防組合規約の一部改正が必要となったため、同組合規約を改正することにつき

まして、地方自治法第210条の規定により、市議会の議決を求めようとするものでござい

ます。 

 その内容でございますが、副管理者の三次市の総務部担当副市長を、三次市副市長の事

務分担に関する規則第２条第１号に掲げる副市長に改めようとするものでございます。 

 以上で議案第133号に係る議案説明とさせていただきます。よろしく御審議いただきま

すようお願いをいたします。 

○杉原委員長 この議案第133号に対する質疑を行います。質疑のある方の発言を願いま

す。よろしゅうございますか。 

              （「なし」と呼ぶ者あり） 

○杉原委員長 質疑がないようでございますので、以上で議案第133号に対する質疑を終

結いたします。 

 これで、政策部の所管する議案審査を終わらせていただきます。 

 政策部の皆様、ありがとうございました。 

              （執行部入れかえ） 

○杉原委員長 それでは、これより地域振興部が所管する議案の審査２件について行って

いきたいと思います。 

 初めに、議案第１２８号、三次市体育施設設置及び管理条例の一部を改正する条例

（案）を議題といたします。 

 執行部の説明を求めます。 

 瀧奥地域振興部長。 

○瀧奥地域振興部長 それでは、議案第128号、三次市体育施設設置及び管理条例の一部

を改正する条例（案）について御説明をいたします。 

 本案は、三次市立安田小学校が平成３１年４月１日から三次市市立吉舎小学校へ統廃合

することに伴いまして、関係条例であります三次市体育施設設置及び管理条例の一部を改

正しようとするものでございまして、その内容といたしましては、別表に掲げております

別表１及び別表３中の安田小学校の文言を旧安田小学校に改めるとともに、別表３中の市

立学校屋外運動場の文言を市立学校等屋外運動場に改めようとするものでございます。こ

れは、屋外運動場の夜間照明施設でございまして、安田小学校の前に旧という文字をつけ

加えようとするものでございます。 

 以上で説明とさせていただきます。よろしくお願いをいたします。 

○杉原委員長 議案第１２８号に対する質疑を行います。質疑のある方の発言を願いま

す。 

 岡田委員。 

○岡田委員 教えてください。安田小学校が来年の４月から吉舎小学校へ統合ということ



- 5 - 

で、小学校の夜間照明施設ということなんですが、屋外の運動場を夜間で使っているよう

な団体とかがいたりするんですか、その状況を。 

○杉原委員長 瀧奥地域振興部長。 

○瀧奥地域振興部長 平成２９年度の状況は確認をさせていただいたところ、この照明施

設を利用されたのは、消防の訓練のために使われたことがあるということでありましたけ

ども、余り回数はないようでございます。 

○杉原委員長 岡田委員。 

○岡田委員 じゃ、運動場に関しても、どこかのスポーツ少年団が使っているとかいうよ

うなことはないんですか、今の状況、安田小学校。 

○杉原委員長 瀧奥地域振興部長。 

○瀧奥地域振興部長 照明施設を利用しての。 

○岡田委員 それも含めてでじゃなくて。 

○瀧奥地域振興部長 日曜とか土曜の照明施設は使わないけどということでございます

か。これにつきましては、詳細は調べておりませんが、安田小学校区域の子どもたちが使

うなら使うということで、チームでというか、私もこの間ちょっと休みの日に行きまし

て、親子で校庭で遊ばれているという雰囲気は見ましたけども、そこで何かスポーツ大会

をするとかということは、ちょっと確認をできていないところでございます。 

○杉原委員長 岡田委員。 

○岡田委員 じゃ、今の管理ということになると、どうなっているか。 

○杉原委員長 瀧奥地域振興部長。 

○瀧奥地域振興部長 現状といたしましては、使用のお願い等がございましたら、今後、

窓口的には吉舎支所のほうで受けさせていただいて、使っていただくようになろうかと思

っております。 

○杉原委員長 岡田委員。 

○岡田委員 今から使わなくなっていくということで、草が変に生えてきたりしますよ

ね。ああいうとこなんか、管理はどういうふうになっていますか。 

○杉原委員長 瀧奥地域振興部長。 

○瀧奥地域振興部長 学校自体は閉校になるわけでございますけども、施設自体の管理は

市のものでございますんで、教育委員会のほうで引き続き、用途がはっきりすれば、また

その用途先の所管に変わろうかと思いますけども、教育委員会のほうが引き続き地元の皆

さんと今後の活用についても協議をさせていただくように思っております。 

○杉原委員長 岡田委員。 

○岡田委員 うちの三次西小学校の例もありまして、うちのは地域がしているので、グラ

ウンドは移譲になったりして、草も定期的にちゃんと刈ったりしているので、本当に子ど

もたちも土日なんかとか夏休みとかはそこで遊んだりしている状況もあるので、そういう

ふうな形でちゃんと安田の小学校に今まで通っていた子どもたちが、吉舎の小学校に行く
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けれども、夏休みとかああいうときには遊べるような、また地元の方が集まれるようにち

ゃんとしていっていただけたらなと思います。 

○杉原委員長 意見でございます。 

 ほかに質疑ございますか。 

              （「なし」と呼ぶ者あり） 

○杉原委員長 質疑がないようでございますので、議案第128号に対する質疑を終結し、

続いて議案第１２９号、三次市多目的広場及び農村公園設置及び管理条例の一部を改正す

る条例（案）を議題といたします。執行部の説明を求めます。 

 瀧奥地域振興部長。 

○瀧奥地域振興部長 それでは、議案第１２９号、三次市多目的広場及び農村公園設置及

び管理条例の一部を改正する条例（案）について御説明をさせていただきます。 

 本案は、本条例に定めます広場等の管理について、指定管理によらないものと定めてお

りますきさ安田パークゴルフ場を、指定管理者による管理に変更しようとするものでござ

います。本施設は、平成１４年度に開設をされまして、地元団体の安田パークゴルフ愛好

会に指定管理を委託しておりました。平成１８年度から平成２６年度までは、同団体と指

定管理契約を行っておりましたけども、愛好会の高齢化等によりまして管理が困難となら

れたため、平成２７年度からは市の直営管理となり、地元の自治組織やシルバー人材セン

ター等へ草刈り等をお願いしておりましたけども、芝の管理等は十分でなかったと言わざ

るを得ないところでございます。 

 このような中で、平成29年度に地元にきさ安田パークゴルフ場を再生する会を再組織さ

れまして、芝などの再生をしたいという申し出をいただき、同団体へ整備、管理を平成２

９年度よりやっていただいているところでございます。このたび芝などが再生をされまし

て、パークゴルフ場として運営できる見込みが立ちましたので、指定管理者により管理が

できる施設として、条例の一部を今回改定させていただこうとするものでございます。 

 以上で説明とさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○杉原委員長 議案第129号に対する質疑を行います。質疑のある方の発言を願います。 

 藤井委員。 

○藤井委員 これまでの経緯を聞かせていただいて、僕もこれまでの経緯を１回調べてき

て、今日、質問させてもらおうかなと思ってたんですけど、今、経緯を聞かせてもらった

のが全くあれだったんですけど、ついこの間見に行ったら、今年の夏は緑の芝生できれい

になっとったと思ったら、今、真っ茶色になっとるのは、あれは養生のために上に土かな

んかまいとったですか。今見たら、真っ茶色になって、また一からやり直すんかなと思っ

て、この間見て帰ったんですけど。ちゃんと運営ができるめどが立ったという話だったん

ですけど、僕は逆にこれはまた一からやり直していくかなと思って、このタイミングでと

思って帰ったんですが、それがわかれば。 

○杉原委員長 秋山地域振興課長。 
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○秋山地域振興課長 委員言われるとおり、土で養生をされていると状況にもなっており

ます。一応、今、パークゴルフを再生する会が、パークゴルフ場運営協議会という名前に

名称も変更されて、来年度、今のめどでは９月ぐらいから使用ができるんじゃないかと。

それまでにできたら、早目に指定管理はお願いして、引き続き管理をしていただこうとい

うふうには申し上げております。 

○杉原委員長 藤井委員。 

○藤井委員 ああいう場所で維持管理をしようと思うと、僕、ほかのいろんなゴルフ場か

ら見たら、イノシシが掘ったりするのは本当に大変なんで、周りを全部柵で囲うぐらいの

ことをしないと、本当に維持管理が難しくなってきとる状況だと思うんですけど、前回の

教訓を生かしてもらって、うまい具合に活用されればいいなと思っているんで、それを申

し伝えさせていただいて終わります。 

○杉原委員長 ほかに質疑ございますか。 

              （「なし」と呼ぶ者あり） 

○杉原委員長 よろしゅうございますか。１個だけ教えてください。 

 この説明文、新旧対照表のときには、指定管理者による管理から外すことで、指定管理

に出せるようになるんですか。僕、意味がようわからんのじゃけど、これは文言の何かマ

ジックみたいなのがあるんですか。 

 秋山地域振興課長。 

○秋山地域振興課長 現行では、指定管理者による管理という項目で、広場等の管理は指

定管理者の指定に関する条例に基づき指定するというふうになっているんですが、その間

の括弧書きで、粟屋多目的ほか、きさ安田パークゴルフ場を除くという形になるので、そ

この項目を削除するということです。 

○杉原委員長 了解いたしました。 

 それでは、以上で議案第１２９号に対する質疑を終結いたします。 

 地域振興部の皆様、ありがとうございました。 

              （執行部退室） 

              午前11時50分 休憩 

              午後１時00分 再開 

○杉原委員長 それでは、午後の審議を再開して、まずは陳情の審査に入りたいと思いま

す。 

 陳情第１号、みよし運動公園 運動広場を整備する件についてを議題といたします。 

 なお、本日は、提出者においでいただいておりますので、三次市議会基本条例第５条の

５の規定に基づき、提出者の意見を聞くことといたします。 

 先に、まず委員だけで陳情の内容について鈴木副委員長のほうから読み上げを行い、確

認を行いますので、副委員長、よろしく読み上げをお願いいたします。 

○鈴木副委員長 要旨。みよし運動公園広場は、各種スポーツの練習や試合の場として、
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多くの大人や子どもたちが利用しており、スポーツのまちの実現のためにも重要な施設と

なっています。しかしながら、現在の土グラウンドは、長年使用の経年劣化や排水不良等

によりグラウンド全体が波打ち、砂利が表面に出たり、降雨後に水たまりができるなど、

安全快適な利用環境とは言えず、大規模な改修が必要と考えます。改修の機に、土グラウ

ンドから人工芝に改修するとともに、夜間照明設備を増設していただくよう、関係団体協

議のもと、陳情するものです。 

 利点。 

 １、中国自動車道と尾道松江線がクロスする三次市は、交通利便性が高く、県内はもと

より中国、四国、九州、関西圏からの利用も見込むことができ、人工芝に改修することに

より、安全快適な利用環境のもとで、各種スポーツの県大会や中国四国地区大会、全国大

会等、大きな大会を誘致することが可能となります。 

 ２、夜間照明を増設することにより、市民の夜間利用を高めるとともに、連日の大きい

大会の運営にも有効な施設となります。 

 ３、改修後のメンテナンスが、経費的にも労力的にも有利となります。 

 ４、利用者の増加に伴い、隣接する奥田元宋・小由女美術館や広島三次ワイナリー、ト

レッタみよしの集客の波及効果や、市内の宿泊施設、飲食店などへの経済効果も生まれま

す。 

 陳情事項。 

 みよし運動公園運動広場グラウンドを人工芝に改修するとともに、照明設備等を増設す

ることを、市に陳情します。 

○杉原委員長 という、以上の内容の陳情書が、体育協会ほか６団体から提出していただ

いておりますので、本日は三次体育協会会長伊達亮詞さんと事務局長の瀧口さんのお二人

にお越しいただいておりますので、入場していただきますので、お願いいたします。 

              （提出者入室） 

○杉原委員長 総務常任委員会のフォルダーのほうに、新たに本日の陳情が出ておる運動

公園の写真であったり、航空写真であったり、運動公園の平面図、それから運動公園の利

用状況を、執行部より提出いただいておりますので、タブレットのほうに入っております

ので、参考にしながら聞いて、これも配っていただきました。 

 それでは、体育協会の皆様に、せっかくですので、自己紹介をよろしくお願いします。

５分から１０分程度で。 

○伊達提出者 失礼いたします。ちょっと戸惑っとるんですが、挨拶がてら、２分ほど補

足説明をさせていただきたいと思うております。 

 今日、総務常任委員会の皆さんには、こういう場を設けていただきまして、大変ありが

とうございます。私のほうから、ちょっと説明をさせてほしいんですが、時間がないとい

うことでありますので、簡単にさせていただきます。 

 詳しいことについての補足は、事務局のほうからしますが、よろしくお願いします。 
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 この運動公園広場です。いわゆる多目的広場を人工芝に整備いたしますと、市民の皆さ

んの体力向上、そして健康保持増進等にも役立ちますし、青少年の健全育成にもつながる

ということがありますし、また、三次市の交通も絡みましても、県内外から多くの団体、

そして大きな大会の団体の皆さんが誘致できるというような利点が生まれてきます。 

 また、周辺の商業施設につきましても、経済効果あるいは相乗効果の大きな期待が持て

るということで、趣旨をそのように入れさせていただいております。 

 ぜひこの１２月議会におきまして、総務常任委員会で御審議いただき、採択としていた

だきたいという思いで出てきておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 詳しくは、瀧口事務局長のほうから補足しますので、よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○杉原委員長 ありがとうございます。 

 瀧口事務局長、お願いいたします。 

○瀧口提出者 三次市体育協会事務局長の瀧口です。よろしくお願いします。 

 補足説明といいますと、うちのほうで資料を出させていただいたのを、防府市の、タブ

レットの中へ入っています。スポーツセンター人工芝多目的グラウンドが今年の３月24日

にオープンをしまして、まだ１年もたっていないということで、いろんな種目の方が御利

用できたりするということで、いろいろどこがあるかということでいろいろ探したら、ち

ょうど山口県のほうでこういうのがあって、防府市というのは、表紙と２枚目があると思

うんですが、グラウンドがありますよね。人工芝のグラウンドがあるんですから、Ｇ、

Ｈ、Ｆ、Ｅと書いてあります。あっこが、ソフトボールとか軟式野球のバッターボックス

ができる土の部分です。それから、その前にありますのがピッチャーマウンドです。そう

いったところに、その下にもありますが、移動式ピッチャーマウンドを置いて、ソフトボ

ールやら野球をすることができる土があるんです。ですから、サッカーの球場の外にそう

いったものをつくっていただくということが、１つの条件です。ただ人工芝をつくって、

そういう野球とかグラウンドゴルフもあるんですが、そういったほかの種目ができないと

いけませんので、こういったことをぜひとも条件として、こっちのほうは考えさせていた

だいております。 

 それから、照明のほうですが、今、照明のほうは陸上競技場のほうに２カ所、それから

両サイドに４カ所ついとるんです。広島看護専門学校のほうについては、学校がある道で

は全く照明がついておりませんので、多くの方が使う利用回数から見てもらえばわかるん

ですが、夜間の利用というのは少ないような状況でございますので、それと1993年３月に

施工しておりますので、年数からいえば、ちょうど２５年経過しておりますので、そうい

った設備も、見てもらえばわかるんですが、さびたりしておったり、電球玉とかいろんな

電気設備の基準からいえば耐用年数を過ぎておりますので、ぜひともそういったものもあ

わせて増設兼新設としていただければというふうに考えております。 

 そういったことが条件で、皆さん、三次市スポーツ少年団で野球とかサッカー、それか
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らサッカー協会、陸上競技協会、グラウンドゴルフ協会といったものと歩調を合わせてい

ろいろ検討させていただいて、これだったらいいだろうということで結論を体育協会のほ

うでまとめさせていただいて、陳情させていただいたということでございますので、よろ

しくお願いしたいと思います。 

 以上でございます。 

○杉原委員長 ありがとうございます。それでは、委員のほうから、陳情に対する質疑が

あれば、せっかくお越しいただいておりますので、お願いをいたします。 

 岡田委員。 

○岡田委員 このたびの人工芝と照明だけではなくて、今、防府市のスポーツセンターも

見せていただきましたけど、いろんなサッカーのゴールとかピッチャーマウンドとか、そ

ういうふうなものをということですね。 

○杉原委員長 瀧口事務局長。 

○瀧口提出者 そういうバッターボックスとか土のグラウンドがないです。芝だったら、

もう抜いたりすることが増えますから、できませんので、そういった設備のついた条件つ

きの施設にしていただいたらということです。ですから、サッカー、ゴルフ場があって、

その外にそういった野球用のバッターボックスとかというものもつくっていただくという

ことでございます。 

○杉原委員長 岡田委員。 

○岡田委員 私もこういうふうな設備がだんだん古くなってきているというようなこと

も、管理者の方から聞いたりしているので、何とかしてほしいみたいなことを聞いている

ので、ですから、陳情の中には具体的なことは書いていないですけども、こういうのも含

めてということですか。 

○杉原委員長 瀧口事務局長。 

○瀧口提出者 そのとおりでございます。 

○杉原委員長 澤井委員。 

○澤井委員 ようするという考えを入れた要望の気持ちは、読ませていただいて全くいい

ことだというふうに思っているんですが、ただ、１つ確認をしておきたいのは、先ほども

６団体との協会といろいろ話をされて、１つにまとめてこられたということでございます

が、一番懸念されるのはソフトボール協会が一番いろいろあったんじゃないかとは思うん

ですけども、というのはラインの問題等で、そこらあたりはきちっと整理ができておるの

かどうか、本当に了解をいただいての心配はクリアされておるかどうかというところをち

ょっと聞かせていただければ。 

○杉原委員長 瀧口事務局長。 

○瀧口提出者 ソフトボール協会の関係で、今回、去年から菅原会長にかわられたんで、

来ていただいて、事務局の方も来ていただいて、そういうバッターボックスがあったり、

移動式のマウンドというようなものができたり、ベースを外に、サッカー場の中じゃなし
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に外につくるということで、了承をいただいています。 

○杉原委員長 澤井委員。 

○澤井委員 ということは、今、これで１つの方向で皆さんがまとまられたということで

いいことですね。 

○杉原委員長 瀧口事務局長。 

○瀧口提出者 そのとおりでございます。 

○杉原委員長 一応参考までに言いますけれども、体育協会のほかスポーツ少年団、サッ

カー協会、ソフトボール協会、グラウンドゴルフ協会、陸上競技協会、グラウンドゴルフ

連合会、以上合計７団体のほうから会長名で陳情をいただいておりますので、そこら団体

との協議はもう済んでおるものというふうにお酌み取りください。 

 ただ、事務局長も今言うちゃったように、外にホームベースと一塁と三塁は、サッカー

のグラウンドより外に出すという防府市のモデルのような形の設営をというのが条件に含

まれておるということでございます。 

 澤井委員。 

○澤井委員 ここへの各種スポーツの県大会、中国四国地区大会といった大きな大会を誘

致するということをここへ書いてあるんですが、極端に言えばどういうようなものを想定

されておるのか。 

○杉原委員長 瀧口事務局長。 

○瀧口提出者 例えばソフトボール大会だったら、広島県のソフトボール大会、それとか

中国大会といったもの、それからサッカーについては、陸上競技場と天然芝、それとこち

らの人工芝２つセットでいきますので、そういったことで広島県の大会とか中国大会等を

誘致できるんじゃないかということで、サッカー協会のほうとしては、ちょうど利点が場

所があります。中国道と尾道松江道がクロスしとるんで、一番いい場所だということで、

集まりやすいということで、ぜひともサッカー協会のほうとしては、県のほうはどうなっ

とるかというようなことで言われておるようでございます。 

○杉原委員長 藤井委員。 

○藤井委員 防府の見取り図を見させてもらっとって、僕も三次のグラウンドはちょこち

ょこ見させてもらうんですけど、１１人制のサッカーがきちんと２面とれるスペースは間

違いなくあるわけですよね。 

○杉原委員長 瀧口事務局長。 

○瀧口提出者 これが２万平方メートルちょっとほどフィールドがあるんですが、２面確

実にとれます。それから、野球とかソフトは外にもとれるということです。ですから、

今、木とかいろんなものがあるんですけど、それはある程度維持して使うというようなこ

とも、していってやるようなことになろうかというふうに思います。ここへ、下に書いて

ありますが、サッカー、ゴルフとか観客席とかダッグアウトとかといったものをつくると

いうことになると、またまたもうちょっと。大体この防府市が２万４，０００平方メート
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ルです。それで、運動広場の広さは２万ちょっとです。２面は確実にとれて、ソフトボー

ルも外にとれるというようなことで、設定をする上の基礎になっております。 

○杉原委員長 藤井委員。 

○藤井委員 確かにつくってできた後で、例えば正式な試合がそこで、ある程度グラウン

ドとグラウンドの間のスペースがこれぐらいなきゃいけんとかいうので引っかかって、正

式な大会が開催できませんでしたとかということがないような計画でやっていただけり

ゃ、今見とる防府の形がすぽっとそこへ当てはまるんであれば、本当にいい施設になりそ

うだなというふうな印象は持っておりますんで、その辺だけ確認がしたかったんで。 

○杉原委員長 瀧口事務局長。 

○瀧口提出者 できれば、合同の会議を３回ほどしとるんですが、その中で出たのは、そ

ういったソフトボールとかサッカーとかという実施団体も、そこの設計の中へ入らせてい

ただいて、全くコンサルタント任せじゃなしに、そういったものでやらせてほしいよなと

いう意見も出ました。そういうことで、市のほうへは、ある程度設計段階のほうで打ち合

わせとか、もし相談に乗ってもらえるんだったら、ぜひとも協会にも言っていただいて、

部分設計の調整をさせていただいて、今、藤井委員の言われたことがないようなことにし

ていきたいというふうに思っています。そういう気持ちは、執行者のほうにも当然させて

もらうべきというふうに考えております。 

○杉原委員長 山村委員。 

○山村委員 中に、管理費用についても経済的であるという表記がありましたけど、その

あたりの芝にした場合と、今のようなままでフラットな場合にした場合でも、管理上有利

というところの見積もりのようなものは、もうおとりになっての表記だったんでしょう

か。 

○杉原委員長 瀧口局長。 

○瀧口提出者 金額的なことは聞いておるんですが、具体的に市のほうから資料にいただ

いておるわけでございません。業者のほうで見積もりをとっとるわけじゃないんで、その

ことについては、執行部側がデータを用意されとるんじゃないかと思いますんで、基本的

には、管理費としては、砂を入れるぐらいのことで、あとはないです。もう一つ大事なの

は、雨が降って水が抜けるような、水が流れて、翌日に使えるようなことに、その辺が一

番懸念だろうと。今の陸上競技場の芝グラウンドは、現実、雨が降ったら、翌日に使おう

と思ったら水がたまっとるんです。普通だったら、きれいに抜けてできるはずなんです

が、ですから靴がぬれるんです。とならないような施工、管理とかきちっとした設計はし

ていただいて、市のほうへ対応していただくことも、実施ができるということになれば、

話をさせていただく部分。ですから、そういったことの意味で、今みたいに、今だったら

泥の雨みたいに、泥の補修とか補足とかというようなことはないようには、砂とか時々ま

いて、機械で吸い取ることで、１０年以上は補修も要らんかと。翌日に使うとかというあ

たり、よそと違いますからね。芝と人工芝の差というようなこともあるかもわからんです
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が、それは砂のまき入れ等できっちりとしてもらえれば。天然芝みたいに刈ったり、草を

とったり、泥も上げないけんですが、抜けたりすると、そこへ補足するようなことはない

ので、多分２，０００万円まではかからんのですが、大体そのぐらいになったりはせんと

思うんですが、天然芝との関係でいうたら、そういう面もあるかと。天然芝と人工芝の差

というものがあるんじゃないかと、経費的には、今みたいなことを想像して、今の経費よ

りは下がるんじゃないかと。 

○杉原委員長 ほかに御意見ございますか。 

              （「なし」と呼ぶ者あり） 

○杉原委員長 それでは、御説明ありがとうございました。 

 この後、執行部の説明をいただいて、また委員で討論していきたいと思いますので、あ

りがとうございました。 

              （提出者退室） 

              （執行部入室） 

○杉原委員長 それでは、続いて陳情の審査を再開したいと思います。 

 地域振興部の皆様にお越しいただきまして、ただいまのみよし運動公園運動広場を整備

する件について、陳情内容に対する三次市の現状や考え方について説明等ございました

ら、御意見等をよろしくお願いいたします。 

 こっちからも質問しましょうか。 

 それでは、委員の皆様のほうで御質問、御意見があればお願いをいたします。 

 澤井委員。 

○澤井委員 今の協会のほうからの御説明をお聞きして、陳情書を見させていただいて、

説明を伺ったわけですが、ただ、これは総務常任委員会のほうで妥当だということにした

ときに、行政として、本当にこれで受けたときに、人工芝を全面に張ったときに、対して

の費用とか今後の使用料とかということなどについて、どのように考えておられるのかお

伺いをいたします。 

○杉原委員長 瀧奥地域振興部長。 

○瀧奥地域振興部長 昨年度は同じような御要望をサッカー協会のほうからいただいてお

りまして、市のほうにもいただいております。今回、体育協会が前面に出られまして、他

のスポーツ団体のほうと連名という形でここの５番というところでございますけども、経

費の面とかということもございますけども、運動公園全体の、今回も総合計画で酒屋地区

のあり方ということもございますし、全体のことも考えながら、実際にどうやるかという

ことは、今後の課題であろうと思っております。 

 御要望内容を聞かせていただきながら、可能であるかということも含めて、今後協議を

していくことに、まず全体の酒屋の地域をどうやるかというところを考えていかないかい

けないと思いますし、実施計画の中では既に運動公園の中で言いますと、大きくはきんさ

いスタジアムの内野のほうの芝生の改修を、１０年たつということで、カープのご意見も
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あるし、高野連のご意見もいただいて居る中で、今回、実施計画、まだ予算化はなってお

りませんが、実施計画のほうにもはめさせていただいている状況もあるので、これがすぐ

にどうこうというとこは、執行部としてもまだそこまで具体的なところは考えて、正直な

話、ないところでございます。 

 今回、いろんなわかる範囲で、だから、個々の具体的なところを示しての費用というの

は、まだまだ算定もしていない状況でありますし、ほかな地域の状況を見させていただき

ながら、どれぐらいかなというところは考えているところではございますけども、そうい

う中で、本当に今回もお示しをさせていただいております利用状況もありますし、今後の

総対的なところ、あるいは繰り返しになりますが、どういうものを先にいろいろ計画が出

てこようかと思いますので、そういう段階でございます。 

 本日、いろいろな面でわかる範囲でお答えをさせていただければと思っているような状

況で、まだまだ詳しい、詳細なるものは積み上げていないという状況でございますので、

そこらはよろしくお願いいたします。 

○杉原委員長 菅原観光スポーツ交流課長。 

○菅原観光スポーツ交流課長 現在の運動広場の維持管理の費用でございますが、整備の

内容につきましては、除草作業とか周辺とグラウンドの整備を行っております。グラウン

ドの整備につきましては、基本的には毎週月曜日と金曜日に行っておりまして、あとは使

用状況により行っている状況です。経費につきましては、年間約５０万円の維持管理費と

なっております。 

 それから、人工芝を設置したときの経費、維持費の見込みについてでございますけど、

他施設でも実績があるということで、みよし運動公園の指定管理者ミズノに聞いたところ

ですと、人工芝にした場合、芝を張る工事だけで約３億３，０００万円の施工費がかかる

と言われております。また、維持費につきましても、芝の部分の張りかえや充填剤の補

充、芝のブラッシング作業なども含めて、年間約９０万円見込まれるとのことでございま

した。 

 以上です。 

○杉原委員長 澤井委員。 

○澤井委員 私が聞きよることは、先ほど部長が言われていたように、今から準備に向け

て、市としてどうするかというのは、今後検討していくということで、それと前回の酒屋

地域のことも考えた中での、考慮した中で、総対的な判断をしていきたいということなん

で、これ以上もう言いようがないんで、これを確かに今受けられるんで、執行部とすりゃ

回答もできんと思うんですよね。 

○杉原委員長 ちなみに、今、６灯照明が立っている。ここの要望は、もう半分側にも照

明を立ててほしいということなんですけど、あれは建築にどれぐらいかかったんですか、

あの照明６灯は。 

 菅原観光スポーツ交流課長。 
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○菅原観光スポーツ交流課長 ミズノにまた聞かさせてもらって、平均的な照明設備の費

用は１基当たり約１，７５０万円ということでございます。 

○杉原委員長 １，７５０万円で、また今の時代でも６個要る。４個でも賄えるとか、照

度は進歩しとるけ、照明能力が。 

 坂井都市建築課長。 

○坂井都市建築課長 できれば灯数が多いほうが、均斉度がとれるんで、影ができにくか

ったりするんで、ビジュアル判断で。 

○杉原委員長 ６灯がいいんですね。はい、了解です。 

 山村委員。 

○山村委員 陳情書の中に、中国大会ですとか全国大会等もできる可能性というのをうた

ってあるわけですけれども、公式規定に当てはまるだけの面積の確保とか、そのような状

況は、今の面積で可能なのかどうか。そこがうたい文句になるような施設がつくれるのか

どうか。 

○杉原委員長 牧浦スポーツ交流係長。 

○牧浦スポーツ交流係長 具体的に言いますと、大人用のサッカー場が２面できます、多

目的に。今、陸上競技場に１面ありますので、１度に３試合が可能と。それから、子ども

用でしたら、多目的のほうに４面使用が可能になります。陸上競技場と合わせて５面でき

ますので、５試合できるということで、県のサッカー協会からも三次の場所的にいいん

で、できると、中国大会とか県大会とのかの誘致も可能になると。県のサッカー協会の事

務局の方も、そういう市町を探しているというふうに言われております。要望にも、２

度、市のほうには来ていただきました。 

○杉原委員長 だから、芝のところは２面とれるの、子ども向けを。１面しか。だって、

土が２面とれるんじゃけ、あこの中に２面おさまるんじゃない。大人用１面に２面です

ね。陸上競技場の中で２面とれるんでしょう、子どもがね。外で４面とれるね。６面ね。 

 山村委員。 

○山村委員 当初サッカー協会からの提案で、ほかの団体に関しては、先ほども澤井委員

のほうでしましたですけども、ほかの団体ではやはりちょっと二の足を踏まれておると

か、ソフトボールなんかは特にそうですけれども、今、芝の外づけにとれるということで

すけど、土の部分を持ってこれるということだったんですけど、ソフトボールなんかの試

合に関しても、これは使えるという状況にできるわけですか。 

○杉原委員長 牧浦スポーツ交流係長。 

○牧浦スポーツ交流係長 移動式のマウンドという意味も書く必要があるんですけども、

４面とれますし、試合もできます。 

○杉原委員長 藤井委員。 

○藤井委員 今日、体育協会のほうからいただいた資料で、防府のやつがあったんで、防

府のホームページやらをほじくってみて、いろいろ予算、どれぐらい施工にかかったかと
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かそういったのも見てみたんですけど、ほんまに菅原課長が言われたように、芝だけで３

億何ぼで、それ以外のものいろいろで、照明も１基２，０００万円ぐらいをつけたら、工

事費やら何やらでいったら恐らく５億ぐらいのプロジェクトになると思うんです、もうや

ろうと思ったら。それをもしやると決まった場合には、例えば補助金であるとか、そうい

ったもんがどっか有効的に使えるようなものがありますか。僕、ちょっとそういうのは詳

しくないんで。 

○杉原委員長 菅原観光スポーツ交流課長。 

○菅原観光スポーツ交流課長 想定される財源として、まず国費が挙げられるんですけれ

ども、国費は社会資本整備総合交付金なんですが、事業費の５０％で、１回整備をしてお

りますので、１回整備をしているところに充てるとなりますと、もとの補助金を返還し

て、また新設するということになります。また、同様のものをどのように整備をするか協

議をしてみないと、国費が取れるかどうかということがわからないという状況です。 

 それから、次に起債です。これまでもみよし運動公園整備で活用させていただいていま

す合併特例債がまず想定されるんですけれども、これも事業費が大きいんですので、別の

事業をやめないと想定が難しいという状況になります。 

 また、防府市さんのほうもパンフレットに掲載されておりますけれども、日本のスポー

ツ振興くじｔｏｔｏや、日本サッカー協会の助成も考えられます。ですけれども、多くの

金額は期待できないということです。ｔｏｔｏにつきましては、６，０００万円が補助限

度額で、５分の４の助成となるということと、あと国費との併用が不可ということでござ

います。 

 以上です。 

○杉原委員長 過疎債は、今から書けば充てれるんじゃないんですか、事業に載せれば。 

 菅原課長。 

○菅原観光スポーツ交流課長 過疎債につきましても、活用はできる可能性はあるとは、

財政のほうとかも聞いとるんですけれども、まずは合併特例債であろうということを。 

○杉原委員長 ほかにございますか。 

 岡田委員。 

○岡田委員 今いろいろ話を聞いて、やはり全部この陳情が通るということは、現実的な

んですかね。 

○杉原委員長 澤井委員。 

○澤井委員 受ければ大きな負担にもなるし、いかんでも専門性を検討していかなければ

いけない問題が出てくるということですね。 

○杉原委員長 鈴木副委員長。 

○鈴木副委員長 先ほどクロスポイントということで中国大会とか、全国大会もあるやと

しても、そういった施設をちょっと望んで探しているというのもあったんですが、年間的

にはどれほどそんな大会を、フルに三次に呼ぶというわけもいかないでしょう、どんな利
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用率になりそうですか。ちょっと予想ができないですかね。年間、大きい大会はそれぞれ

高校でなら、ある程度もう決まったものは数的にはあるんでしょうけど、あと民間の大会

なんかもスポ少じゃないけどやっているんでしょうけど、あと利用率ですよね。 

○杉原委員長 菅原観光スポーツ交流課長。 

○菅原観光スポーツ交流課長 今のですけれども、高校においては、サッカーの、私、ソ

フトテニスなんで、ソフトテニスであれば、面数が多ければ中国大会、全国大会を呼べる

とかというのはわかりますけども、サッカー協会に伺ってみないと何とも言えないところ

ではあります。しかも、それを運営するマンパワーというか、受け入れ体制もできるかど

うかということがありますから、施設があっても受け入れる、できるかというのはちょっ

と別かなと思います。 

 あとミズノに確認したところ、今の段階では、サッカーについては県内がほとんどの大

会、現在の状況は、大会は県内の大会がほとんどであると聞いております。 

○杉原委員長 澤井委員。 

○澤井委員 何かよそからも見に来られたんですか、サッカーの全国大会をやればできる

だけの規模があるというのを、じゃなかったけの。 

○杉原委員長 牧浦スポーツ交流係長。 

○牧浦スポーツ交流係長 ２度ばかり県のサッカー協会の理事の方とか陳情に来られたと

きは、県の方が言うには、大会数とかではなくて、県のサッカー協会としても、競技場所

がやっぱり少なくて、その情報を集めている状況だということで、年間スケジュールとい

うのも配っておるんだよと。三次の地形と多目的広場の広さを見させたときに、人工芝で

していただければ、大会が一度にそこでできると、三次なら可能であるということで要望

に来られていました。 

○杉原委員長 それは県の大会、中国地方レベルの大会、中国大会ということで。 

○牧浦スポーツ交流係長 中国大会で、はい。一度にできる場所がないんだということ

で、まとまった場所が。 

○杉原委員長 澤井委員。 

○澤井委員 ですから、整備ができれば、そういうふうなことができるということで、県

としても待っとるということでいいですよね。この前、私個人的にも、今、書いてる、多

分、サッカー協会の資料を見たらわかるんだけど、あれからも中国大会ができる規模とな

るんでぜひともということは、個人的には聞いておるんです。考え方自体は、要望自体は

いいというふうには思うんですが、ただ受けた行政としては大変な負担にはなってくると

思う。 

○杉原委員長 牧浦スポーツ交流係長。 

○牧浦スポーツ交流係長 国のサッカー協会としても、広島県サッカー協会を通して、助

成金というのも出させているようなんです。実際、廿日市さんとかに２，０００万円出さ

せているんですけども、このあたり、助成した側、県のほうとしても、例えば年間９割は
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うちの大会を使わせてくれとか、そうして入ってくるので、それを受けたいというと、市

内の方の子どもたちの大会とかができなくなるということで、その辺もちょっとデメリッ

トになったりして、ほかのまちの場所を求めなければならないといったことも想定はされ

ます。 

○杉原委員長 ちなみに、それは２，０００万円をもらわにゃ、別に自由、好き気ままに

使えるわけでしょう。中国大会をやりたい、受け入れてちゃろうと思うときは受け入れり

ゃええし、子どもに使わせちゃろう思うときは。 

 牧浦スポーツ交流係長。 

○牧浦スポーツ交流係長 かなり要望はあると思います。組織についてだけは、やっぱり

９割ぐらいは県の大会を使わせてほしいというのはありましたので。 

○杉原委員長 まあ一緒ですよ。きんさいスタジアムも高野連とか優先です。 

 ほかに質疑。 

 山村委員。 

○山村委員 サッカー場が多いということで、沼隅でしたっけ、ツネイシフィールド、あ

そこは６面か、とれるぐらいのスペースがあるので、もしそういうところの実績がわかれ

ばと思うんですが、今おっしゃった補助をもらうと９割方、もう制約を受けるというの

は、今ちょっとごちゃごちゃと話がありましたけど、優先的にそれはもう確実にそういう

ふうな制約を受けるようになるんですかどうですか、お伺いしたい。 

○杉原委員長 何の９割なんですか。向こうが要望してきたうちの９割でしょう。365日

のうちの９割、そんなに。 

○牧浦スポーツ交流係長 大げさに言えばそうです。絶対ではないんですけど、やはり優

先的に使わせてほしいというのは、大きい大会のときです。 

○杉原委員長 年間、少々のもんでしょう。県が使わせてくれというのは、100日もある

わけがないですよね、わからんけど。あるんがね、その大会は。土日だけでしょう。平日

にはせんですよ。 

○山村委員 前例のそういう改定がありましたら、またそちらのほうでの利用率とかとい

うのがわかれば、今はあれでしょうけど、またわかるようでしたら、資料をいただけたら

なと思うんですが。 

○杉原委員長 瀧奥地域振興部長。 

○瀧奥地域振興部長 今の件ですが、どこでももらうという前提でいいんですか。 

○山村委員 いえ、大会の利用率。 

○瀧奥地域振興部長 ツネイシのですね。 

○杉原委員長 菅原観光スポーツ交流課長。 

○菅原観光スポーツ交流課長 これは、市か行政の施設ですか。 

○山村委員 いや、だから、多分民間で設置したんだと思うんです。そこはよくわからな

いです。民間からの寄附があったとか、福山市がどうのこうのとかというのはわからない
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んですけど、それも含めて。 

○菅原観光スポーツ交流課長 じゃ、問い合わせをさせてもらいますが、出されるかどう

かはちょっとわからないので。 

○杉原委員長 今の廿日市の分は、もう行政の施設なんですか。そこらはもしわかるよう

なら、結構な利用、どれぐらいとられるんかというか、土日はもうほぼ埋まるんかとか、

要は廿日市の子どもらが不便をこうむるぐらいのことがあるんかどうかというようなぐら

いの。 

 ほかに質疑はありますか。 

              （「なし」と呼ぶ者あり） 

○杉原委員長 ないようでございますので、地域振興部の皆様には、続いての御参加いた

だきましてありがとうございました。 

 陳情審査のほうは終わらせていただきます。 

              （執行部入れかえ） 

○杉原委員長 それでは、総務部にお越しいただきまして、総務部が所管する議案の審査

を行ってまいりたいと思います。 

 初めに、議案第１２１号、三次市犯罪被害者等支援条例（案）を議題といたします。 

 執行部の説明を求めます。 

 落田総務部長。 

○落田総務部長兼選挙管理委員会事務局長 それでは、議案第121号、三次市犯罪被害者

等支援条例（案）について、御説明を申し上げます。 

 本案は、犯罪被害者等基本法に基づき、本市における犯罪被害者等を支援するため、基

本理念を定め、市、市民及び事業者の責務を明らかにするとともに、犯罪被害者等を支援

するための施策の基本となる事項を定めることによりまして、犯罪被害者等が必要とする

施策を総合的に推進し、もって犯罪被害者等が受けた被害の軽減及び回復に資することを

目的として制定しようとするものです。 

 その内容でございますけれども、相談及び情報の提供等、また保健利用サービス及び福

祉サービスの提供、居住の安定、雇用の安定、民間支援団体への支援、犯罪被害者への見

舞金の支給などです。なお、犯罪被害者見舞金第12条に記載をしておりますけども、これ

は犯罪行為被害者または遺族からの申請に基づき支給の有無を決定するもので、その種類

及び額は他の市町と同様で、障害見舞金１０万円、遺族見舞金３０万円です。 

 なお、本条例の施行期日は平成３１年４月１日でございます。 

 以上、議案１件につきまして、よろしく御審議の上、御可決いただきますようお願い申

し上げます。 

○杉原委員長 議案第１２１号に対する質疑を行います。発言を願います。 

 藤井委員。 

○藤井委員 何回か事前に文言をずっと読ませていただいとって、他市の犯罪被害者支援
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条例法と照らし合わさせてもらったりしたんですけれど、もちろん弔慰金やらそういった

ものが出るとか、そういった相談窓口を設けるとかいろいろありましたけど、詳しいどこ

の事例だったかは覚えていないんですけど、遺族から加害者へ損害賠償みたいな形で請求

したものを、市が肩がわりというか、債権を借り上げて加害者側に請求するとか、請求し

たりとかという事例がどっかであったと思うんですけど、そういったところまで踏み込ん

でおる文言がちょっと見当たらんかったんで、その辺は今回の条例の中に組み込まれてお

るんだろうかというのを聞かせていただきたい。 

○杉原委員長 佐藤危機管理課付係長。 

○佐藤危機管理課付係長 県内市町の条例においては、そこまで踏み込んだ内容の条例は

ございませんでして、県外の事例では、確かにそういったような条例もあるところはあり

ました。ただ、今回条例を制定するに当たりまして、県内のほかの市町との条例との比較

した上で、同じ内容でということでさせていただいております。 

○杉原委員長 県内はもう結構制定されとってんですか、既に、この条例。 

 佐藤危機管理課付係長。 

○佐藤危機管理課付係長 県内は６市１町で、今制定をされておりまして、呉市、府中

市、庄原市、大竹市、安芸高田市、江田島市、神石高原町で制定をされております。これ

は、平成２８年以降に制定をされているものであります。 

○杉原委員長 ほかに質疑ございますか。 

              （「なし」と呼ぶ者あり） 

○杉原委員長 それでは、質疑ないようでございますので、議案第１２１号に対する質疑

は終結いたします。ありがとうございました。 

 続いて、議案第１２４号、三次市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例（案）

を議題といたします。 

 執行部の説明を求めます。 

 落田総務部長。 

○落田総務部長兼選挙管理委員会事務局長 それでは、議案第１２４号、三次市職員の給

与に関する条例の一部を改正する条例（案）について、御説明を申し上げます。 

 本案は、人事院において給与改定の勧告が行われたこと、また災害復旧のために他の地

方公共団体から派遣された職員に対し手当を支給することができるよう、関係条例である

三次市職員の給与に関する条例の一部を改正するものでございます。 

 その主な内容は、人事院勧告に準じた給料水準、勤勉手当の支給率及び宿日直手当額の

改定、災害派遣手当の新設を行うものです。なお、行政職給料表における月例給の平均改

定率でございますけれども、これは０．１９％でございます。また、期末・勤勉手当につ

いては、現在の年４．４月の支給を0.05月上乗せしまして、４．４５月となるように改正

するものでございます。 

 第１条の給料表、期末・勤勉手当及び宿日直手当に係る改正の施行期日は、公布の日か
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らで平成３０年４月１日に遡及し、適用をいたします。また、第３条の期末・勤勉手当の

平成３１年６月期以降分については、平成３１年４月１日の施行でございます。 

 さらに、今回新たに追加する第２条、これは災害派遣手当の条でございますけれども、

この災害派遣手当の適用範囲については、災害対策基本法及び大規模災害からの復興に関

する法律というのがございまして、それによって派遣された職員で、手当額は日額６，６

２０円を超えない範囲としまして、詳細については規則で定めることとしております。 

 以上議案１件について、よろしく御審議の上、御可決いただきますようよろしくお願い

いたします。 

○杉原委員長 それでは、議案第１２４号に対する質疑を行います。発言を願います。 

              （「なし」と呼ぶ者あり） 

○杉原委員長 では、議案第１２４号に対する質疑を終結いたします。 

 続いて、議案第１２５号、三次市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関

する条例の一部を改正する条例（案）を議題といたします。 

 執行部の説明を願います。 

 落田総務部長。 

○落田総務部長兼選挙管理委員会事務局長 それでは、議案第１２５号、三次市特別職の

職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例（案）につい

て御説明申し上げます。 

 本案は、湯本豪一記念日本妖怪博物館（三次もののけミュージアム）の開設に伴いまし

て、館長を配置するに当たり、その報酬月額及び費用弁償について定めるため、関係条例

である三次市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正

するものでございます。 

 報酬月額は１３万２，１００円で、報酬の算定根拠は、非常勤特別職の報酬１６８６０

０円を基本としつつ、業務の特殊性また職責等を考慮し、管理職手当相当分等の一定程度

の報酬額を加算した上で決定をいたしました。 

 なお、本条例の施行期日は、三次市三次地区拠点施設設置及び管理条例施行の日でござ

います。 

 以上議案１件につきまして、よろしく御審議の上、御可決いただきますようお願いいた

します。 

○杉原委員長 議案第125号に対する質疑を行います。発言のある方はお願いをいたしま

す。 

 藤井委員。 

○藤井委員 先日の全員協議会でしたか、僕もちょっと勘違いしとったんですけど、兼務

になるとは一言も申しておりませんという回答をされとったと思うんですけど、僕もちょ

っと勘違いしとって、どっかの雑談でそういうふうに印象づいたのかもしれませんけど、

万が一、仮定の話をしちゃあれなんですけど、奥田元宋・小由女美術館の館長さんと、例
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えばもののけミュージアムの館長さんを兼務するということにもしなった場合、給与的

な、報酬的なものを二重という形になってはいかないのかというのを、やっぱりどうして

も確認をしておきたいなというところがあるんですが、いかがでしょうか。 

○杉原委員長 加藤職員係長。 

○加藤職員係長 このたびの条例、上げさせていただいております非常勤特別職という形

になりまして、常勤の職員ではございません。よって、勤務する実際の時間が重複しない

ということであれば、それぞれの職を続けていただくことは可能になります。 

 以上です。 

○杉原委員長 藤井委員、よろしいですか。つまり、兼務はないじゃろうけど、あったら

両方もらえるということです。 

 藤井委員。 

○藤井委員 この間の説明のときも、この算定額は週に何回、３回でしたっけ。 

○杉原委員長 週２日、月９日で聞いております。 

○藤井委員 されとるということだったんで、そういうスタンスで来られるんだろうなと

いうのはわかっとったんで、これで問題というか、ちょっと何か腑に落ちん部分はあるん

ですけども、片手間でやられると困るなというのもありますし、本気で館長は取り組んで

いただきたいという部分もあるのはあるんですけれど、報酬のところからそこまで言うと

何かなと思うんで、そういう思いがあるということだけ申し上げて、それ以上、まだ仮定

の話なんで、なかなか言いにくいんで。 

○杉原委員長 当然、やる気のある方を市は指名されると思います。やる気と元気とある

方をよろしくお願いしますね。 

 ほかにございますか。 

              （「なし」と呼ぶ者あり） 

○杉原委員長 じゃ、基本額を非常勤特別職の１６万８，６００円をもとに算定、このた

びしたと言っちゃったんですけど、この基本額の１６万８，６００円は、例えばどれぐら

いの勤務を想像しとっちゃって、それをもとに算定したものプラス管理職手当を何円分ぐ

らい加算しちゃ、どういう計算式で１３万２，１００円になったんか。計算式のもとを教

えてもろていいですか。１日何円で計算しとると。 

 矢野総務課長。 

○矢野総務課長 今おっしゃっていただいたとおり、今現在の非常勤特別職の月額16万

8,600円なんですが、月15日勤務という想定で、１５日で割ったときに日額が１万１，２

４０円。まず、そこの基本の部分です。週２日程度勤務というところを、週２日で52週あ

って、それを12月で割ったときに、月に９日相当という形のところの月の勤務日数を掛け

まして、さきの１万１，２４０円にその９日を掛けたところで１０万１，１６０円という

基本の額を出しております。職責加算として、課長級の管理職手当が３万１，０００円で

ございます。そのほか、今までも加算をつけている非常勤等がございますけれども、それ
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については全部管理職手当の３万１，０００円を基本にして、職責とか勤務日数等でまた

計算を出しているんです。一応これは、多分この館長につきましては、３万１，０００円

をそのままプラスさせていただいて１３万２，１００円ということでございます。 

○杉原委員長 はい、わかりました。 

○矢野総務課長 先ほど藤井委員が言っていただいた週２日程度でという勤務で、片手間

にしていただいてはという御意見もいただいたんですが、実質の勤務も２日であっても、

館長であるということは３６５日２４時間、そういう意味でそれについては変わりはない

ことでありますので、たった２日しか実際にきちっと行かないとかということでなく、一

応そのように週２日相当の中で勤務をしていただくんですが、そこにいないときであって

も、業務的にはもう館長ということに思いについては間違いないものを持っていただくと

いうことで、そのように依頼をされたときには、そういったことを考えていただくように

お願いをしようと思っております。 

○杉原委員長 ちなみに、もう好きで好きでしょうがなくって、もう毎日来たいと言うち

ゃったら、どんなふうに。でも、この金額でいってもらうけど、勤務を離れられんと、来

ちゃった人とも会話もしたいしと言っても、この金額ということで。 

 落田総務部長。 

○落田総務部長兼選挙管理委員会事務局長 一応雇用する場合はこの金額を提示して雇用

するということですので、御本人の希望があろうとも、金額については変更する予定はな

いということになります。 

○杉原委員長 了解です。 

 よろしいですか。 

 それでは、議案第１２５号に対する質疑を終結いたします。 

 続いて、議案第１２６号、三次市個人情報保護条例の一部を改正する条例（案）を議題

といたします。 

 執行部の説明を求めます。 

 落田総務部長。 

○落田総務部長兼選挙管理委員会事務局長 議案第１２６号、三次市個人情報保護条例の

一部を改正する条例（案）について、御説明を申し上げます。 

 本案は、行政機関の保有する個人情報の保護に関する法律が改正されたことに伴いまし

て、関係条例である三次市個人情報保護条例の一部を改正するものでございます。 

 その主な内容は、法律と同様に、指紋データや旅券番号など、いわゆる個人識別符号を

個人情報の定義に加え、明確にされたもので、取り扱いに特に配慮を要する要配慮個人情

報、例えば人種、信条、社会的身分、病歴、犯罪の経歴等の範囲に広げようとするもので

ございます。また、この条例の改正に伴いまして、三次市情報公開条例の文言の整理を行

おうとするものでございます。 

 本条例の施行期日は平成３１年１月１日でございます。 
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 以上議案１件につきまして、よろしく御審議の上、御可決いただきますようお願いを申

し上げます。 

○杉原委員長 それでは、議案第126号に対する質疑を行います。質疑のある方の発言を

願います。 

 犯罪の経歴なんかどうなんですか。今ごろ問題になったりするじゃないですか。例えば

性犯罪なんか繰り返すとか、ドラッグとか性犯罪の再犯率が高いなんて言いますけれど

も、そういう情報の収集に制限がかかってくるというのには不安はないですか。国が上位

法で決まっとるもんじゃけん、もう従うしかないということなんですかね。 

 河野係長。 

○河野総務課付係長 絶対できないわけじゃございませんで、上位法で適用除外、例えば

今、議員の皆さんが何年か務められて叙勲をもらわれるとかというときは、省令とかで犯

罪がないかというのを調べたりできるんです。ですから、それは国の立法政策上の問題

で、国が適用除外措置を講じてくれれば、それは出せれるということになります。だか

ら、国がどれはいいよ、これはいけないよということを決めますので、決まったら、それ

は出せるということになりますので、今、委員長がおっしゃったことについては、国がど

こまでを認めるかということになろうかと思います。 

○杉原委員長 はい、了解いたしました。 

 ほかに質疑ございますか。 

              （「なし」と呼ぶ者あり） 

○杉原委員長 それでは、議案第１２６号に対する質疑もないようでございますので、質

疑を終結いたします。 

 総務部に係る議案の審査は以上とさせていただきます。総務部の皆様、ありがとうござ

いました。 

              （執行部入れかえ） 

○杉原委員長 財務部の皆様にお越しいただきました。今定例会に財務部が所管していた

だいております議案が、議案第１２７号、三次市営住宅設置及び管理条例及び三次市定住

促進住宅管理条例の一部を改正する条例（案）でございます。 

 執行部の説明を求めます。 

 部谷財務部長。 

○部谷財務部長 議案第１２７号、三次市営住宅設置及び管理条例及び三次市定住促進住

宅管理条例の一部を改正する条例（案）について説明させていただきます。着座にて説明

させていただきます。 

 この議案は、既に御審議をいただいておりますというか、先ほど総務で審議をいただき

ました議案第121号、三次市犯罪被害者等支援条例（案）の第８条に、市は犯罪等により

自分の住戸に居住をすることが困難になった犯罪被害者等の居住の安定を図るため、市営

住宅等への入居における特別の配慮等、必要な支援をするものとするというふうになって
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おりまして、関連するこの市営住宅等の条例について、本来、公営住宅は公募をかからな

いと入れないことになっておるんですけれども、こうした公募をせずに、被害者の方を入

居することができるというふうに項目を追加をするという内容のものでございます。 

 簡単でございますが、以上が議案の内容説明でございます。御審議いただき、御承認い

ただきますようよろしくお願いいたします。 

○杉原委員長 これより議案第１２７号に対する質疑を行います。質疑のある方の発言を

願います。 

              （「なし」と呼ぶ者あり） 

○杉原委員長 質疑ないようでございますので、以上で議案第１２７号に対する質疑を終

結いたします。 

 財務部の皆様、ありがとうございました。 

              （執行部退室） 

○杉原委員長 それでは、次第の６－５、討論、採決、採択のほうに移っていきたいと思

います。全ての議案が終了しましたので、お手元に配付の審査報告書のほうを開いていた

だきまして、議案ごとに討論、採決を行ってまいりたいというふうに思います。総務委員

会のフォルダーのほうへ今日の審査報告書が、２枚目です。外に出とる分の２枚目、よろ

しゅうございますか。 

 それでは、まず議案第１２１号、三次市犯罪被害者等支援条例（案）についての討論を

行います。討論ある方の発言を求めます。 

              （「なし」と呼ぶ者あり） 

○杉原委員長 討論なしと認め、これをもって討論を終結いたします。 

 これより議案第１２１号を採決いたします。 

 本案を原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

              （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○杉原委員長 御異議なしと認め、本案は原案のとおり決しました。 

 続いて、議案第１２３号、三次市行政組織条例等の一部を改正する条例（案）について

討論を行います。討論願います。 

              （「なし」と呼ぶ者あり） 

○杉原委員長 討論なしと認め、これをもって討論を終結いたします。 

 これより議案第１２３号を採決いたします。 

 本案を原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

              （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○杉原委員長 御異議なしと認め、本案は原案のとおり決しました。 

 続いて、議案第１２４号、三次市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例（案）

について討論を行います。討論願います。 

              （「なし」と呼ぶ者あり） 



- 26 - 

○杉原委員長 討論なしと認め、これをもって討論を終結いたします。 

 議案第124号を採決いたします。 

 本案を原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

              （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○杉原委員長 御異議なしと認め、本案は原案のとおり決しました。 

 続いて、議案第１２５号、三次市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関

する条例の一部を改正する条例（案）について討論を行います。討論願います。 

              （「なし」と呼ぶ者あり） 

○杉原委員長 討論なしと認め、これをもって討論を終結いたします。 

 議案第１２５号を採決いたします。 

 本案を原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

              （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○杉原委員長 御異議なしと認め、本案は原案のとおり決しました。 

 続いて、議案第１２６号、三次市個人情報保護条例の一部を改正する条例（案）につい

て討論を行います。討論願います。 

              （「はい」と呼ぶ者あり） 

○杉原委員長 討論なしと認め、これをもって討論を終結いたします。 

 議案第１２６号を採決いたします。 

 本案を原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

              （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○杉原委員長 御異議なしと認め、本案は原案のとおり決しました。 

 続いて、議案第１２７号、三次市営住宅設置及び管理条例及び三次市定住促進住宅管理

条例の一部を改正する条例（案）について討論を行います。討論願います。 

              （「なし」と呼ぶ者あり） 

○杉原委員長 討論なしと認め、これをもって討論を終結いたします。 

 議案第１２７号を採決いたします。 

 本案を原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

              （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○杉原委員長 御異議なしと認め、本案は原案のとおり決しました。 

 続いて、議案第１２８号、三次市体育施設設置及び管理条例の一部を改正する条例

（案）について討論を行います。討論願います。 

              （「なし」と呼ぶ者あり） 

○杉原委員長 討論なしと認め、これをもって討論を終結いたします。 

 議案第１２８号を採決いたします。 

 本案を原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

              （「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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○杉原委員長 御異議なしと認め、本案は原案のとおり決しました。 

 続いて、議案第１２９号、三次市多目的広場及び農村公園設置及び管理条例の一部を改

正する条例（案）について討論を行います。討論願います。 

              （「なし」と呼ぶ者あり） 

○杉原委員長 討論なしと認め、これをもって討論を終結いたします。 

 議案第129号を採決いたします。 

 本案を原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

              （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○杉原委員長 御異議なしと認め、本案は原案のとおり決しました。 

 続いて、議案第１３２号、三次市総合計画の見直しについて討論を行います。討論願い

ます。 

              （「なし」と呼ぶ者あり） 

○杉原委員長 討論なしと認め、これをもって討論を終結いたします。 

 議案第１３２号を採決いたします。 

 本案を原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

              （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○杉原委員長 御異議なしと認め、本案は原案のとおり決しました。 

 続いて、議案第１３３号、備北地区消防組合規約の変更について討論を行います。討論

願います。 

              （「なし」と呼ぶ者あり） 

○杉原委員長 討論なしと認め、これをもって討論を終結いたします。 

 議案第１３３号を採決いたします。 

 本案を原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

              （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○杉原委員長 御異議なしと認め、本案は原案のとおり決しました。 

 それでは、議案の審査を終わりまして、続いて、陳情第１号について採決を行ってまい

りたいと思います。 

 この陳情に対して討論を行います。討論願います。 

 これをまず、この定例会で決めるか、もうちょっと。 

 山村委員。 

○山村委員 陳情書のやはり利点というところで、どうも経費的なものの理解ができない

んで、執行部の説明を聞きますと、体育協会が示されているように、経費的にも利点があ

るというところがやはり納得いかないので、そこのところをもう少し継続して考えていっ

た上で、言葉を選んでいただくよう考えていただく。今、このままの状況で賛成は厳しい

かなと思うんですが。 

○杉原委員長 岡田委員。 
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○岡田委員 私も、今、執行部のほうから説明は聞いていましたけれども、そういうこと

も陳情者の団体がある程度知っておかないといけないことじゃないかなと思うんです。そ

れじゃ、つらつらと書いてあるいかにもメリットの部分が多いんですけれども、そこら辺

ももっと共有して、本当にするんだったら、現実的に三次市の子どもたちのためになる、

周りの人のためにもなる、その辺もしっかり共有しておかないと、つくってもらいましょ

うみたいな、お金がかかって、三次市の子どもたちは蚊帳の外にというようなことがあっ

てもいけないので、継続審査のほうがいいかなと私は思いました。 

○杉原委員長 澤井委員。 

○澤井委員 私も、この陳情内容についてはわかるんですが、ただし、この委員会でこれ

を採択すれば、そうした以上は執行部に対して何とかやってほしいということになってく

るんで、そうしたときに、やはり私らの責任のこともあるんで、先ほどから出たように、

予算面がどうなんだろうか、実際に活用にしてもどうなんだろうかという将来的なことも

考えた中で、それを踏まえて、最終的に判断をすればいいんじゃないかと思うんで、そこ

らあたりをもうちょっとした中で、この気持ちはわかりますんで、そうしたものにしとい

て、あったとした中で採択したほうがよりいいんじゃないかというふうに思います。 

○杉原委員長 藤井委員。 

○藤井委員 僕も同様なんですけど、個人的にも、例えば他市の同じようなところの設備

であるとか、そういったものを調査する必要もあるし、委員会で事務調査みたいな感じで

１回やってみるというのも手じゃないかなと思って、ここですぐ結論、余りつけるのは、

ちょっと時間が欲しいような感じがします。 

○杉原委員長 ただいまの藤井委員で過半数を超えましたので、継続審査を求める声が。

この陳情第１号については継続とするしかないと思いますが、事務局の判断は。 

○議会事務局 これで継続があるという意見があったので。 

○杉原委員長 それでは、ただいまもう既に決は出とるんですけど、一応形式にのっとり

まして、継続審査という意見があったため、継続審査とする採決をすることといたしま

す。 

 お諮りいたします。陳情第１号を継続審査とする採決をすることに御異議ありません

か。 

              （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○杉原委員長 御異議なしということで、本件は継続審査という報告を議長に上げさせて

いただきまして、新たに本委員会の所管事務調査に上げさせていただきたいと思います。 

 審査で出た指摘事項は、文言はこのままで許すけれども、事業実施していくときとかに

よくよく腹に落として、事業計画にしてくれということね。 

 ほかにございますか。 

              （「なし」と呼ぶ者あり） 

○杉原委員長 それでは、お諮りをさせていただきます。これ以降の委員長報告につきま
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しては、正副委員長に御一任いただきたいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

              （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○杉原委員長 御異議なしと認めさせていただきます。 

 以上で議案審査は終了いたしました。 

 まとめたものは、またレターケースのほうへ、前日までには委員長報告はお手元に届く

ようにしたいと思います。レターケースじゃない、タブレットに入れたいと思いますん

で、よろしくお願いします。 

 それでは、本日の１日目の総務常任委員会は以上で閉会といたします。御協力ありがと

うございました。あした１０時から所管事務調査でございますので、お願いいたします。 

              午後２時27分 閉会 
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